

学生のエンゲージメントの促進
学生と共有しているリストやアイテムを使って、

学生に学習を促す方法はたくさんあります。

このセッションでは、学生と対話するために使用できるツールについて説明します。

また、読み終わったリソースに印を付けたり、

新しいリソースを提案したり、共同でコース教材に注釈を付けたりするなど、

コース教材と連携するために使用できるツールもあります。

まず、学生ビューからリストを見てみましょう。

学生は、[完了としてマーク]チェックマークをクリックして、

完了したアイテムにマークを付けることができます。

アイテムは消され、学生が進捗状況を視覚的に把握しやすくなります。

さらに、リーディングリストをフィルター処理して、

完了済みとしてマークしたアイテムや、まだ未完了のアイテムを探すこともできます。

このツールは、貴重なフィードバックを得ることもできます。

分析のリストでは、

何人の学生が既読を付けたかを見ることができます。

学生はリストのアイテムを提案することもできます。

提案を追加するには、学生が[お気に入り]ページに移動して

アイテムを見つけ、

アイテムメニューアイコンの下で[アイテムの提案]を選択します。

適切なリーディングリストを選択してメモを追加し、

[提案]をクリックします。

教員としてリストを再度確認すると、

アイテムが提案パネルに表示され、その人の名前とメモが表示されます。

教員は、アイテムを選択してリーディングリストにドラッグすることで、

提案されたアイテムをリストに追加できます。

また、閲覧リストのPDFに注釈を付けることで、教員と学生が

コース資料に取り組むことが出来ます。

機関が設定すれば、

アイテムの[PDFの表示]ページで、

パブリック注釈を有効または無効にするオプションが表示されます。

有効にすると、自分だけに表示されるノートを取ったり、

共同でコメントを追加してクラスディスカッションを作成したりできます。

新しいコメントを追加するには、

注釈を付けたい箇所をハイライトすることができます。

コメントアイコンをクリックし、

コメントを入力します。

これを使用して、学生にコメントを追加したり、

質問やコメントに返信したりできます。

人物アイコンは、この注釈がコースの教員によって作成されたことを示します。

テキストをクリックして、資料内で注釈を表示します。

注釈のテキストまたは学生の名前で注釈を検索することもできます。

教員として、学生のコメントを削除する権限もあります。

タブの同じオプションを使用して、プライベートノートを作成することもできます。

以前にコメントを公開していて、それを非公開にしていた場合は、

アイテムメニューアイコンの下で[非公開に設定]を選択すると、

[マイノート]の下に表示されます。

プライベートノートを公開することもできます。

以上で、学生のエンゲージメントの促進に関するセッションを終了します。

ご参加ありがとうございました！

